
筑波大学短期大学研究センター短期集中公開研究会　講師・テーマ一覧（第１回～第16回）

第１回 統一テーマ：大学経営人材の養成をめざして

H12.6.22 諸星　裕 桜美林大学副学長
「大学経営人材の養成をめざして」

H12.6.29 丹内　明良 日本経済新聞社販売局次長
「大学経営人材の養成をめざして」

H12.7.6 喜多村和之 日本私立大学協会私学高等教育研究所主幹
「大学経営人材の養成をめざして」

H12.7.13 村上　義紀 早稲田大学副総長・常任理事
「大学経営人材の養成をめざして」

H12.7.27 孫福　弘 慶應義塾大学塾監局長
「大学経営人材の養成をめざして」

第２回 統一テーマ：大学職員の役割とその在り方

H12.10.12 久賀　重雄 一橋大学事務局長
「国立大学の現状と将来への期待」

H12.10.19 山岸　駿介 多摩大学教授・教育ジャーナリスト
「私立大学職員の役割と可能性」

H12.10.26 坂本　一 名城大学大学経営本部副参事
「私学財政と予算制度」

H12.11.9 村田　善則 文部省高等教育局大学課大学院振興企画官
「今後の国立大学の職員像」

H12.11.16 村上　義紀 早稲田大学副総長・常任理事
「大学職員の役割とその在り方」

第３回 統一テーマ：ミドルからみた職員のリーダーシップ

H13.6.28 寺崎　昌男 桜美林大学教授
「大学職員の役割、教員との関係」

H13.7.5 森　茜 図書館情報大学事務局長
「大学運営下請けから大学運営参画へ」

H13.7.12 久垣　啓一 宮城大学事業構想学部教授
「宮城大学の建学に参画して」

H13.7.19 足立　寛 （株）進研アド大学改革支援室ディレクター
「今後の募集戦略とアドミッション・オフィサーの役割」

第４回 統一テーマ：現職アドミニストレータからの発信

H13.10.18 山本　眞一 筑波大学教授・大学研究センター長
「現職アドミニストレータからの発信」

H13.10.25 近藤　誠 玉川大学工学部長室長
「玉川大学における『教職員のミッション』」

H13.11.8 横田　利久 中央大学市ヶ谷キャンパス総合事務室課長
「現職アドミニストレータからの発信」

H13.11.15 青木　加奈子 東京経済大学学生センター学生課
「いま私は何をするか」

第５回 統一テーマ：大学職員～国公私立それぞれの事情

H14.6.6 山本　眞一 筑波大学教授・大学研究センター長
「大学職員　国公私立それぞれの事情」

H14.6.13 稲澤　俊一 福井県立大学大学院教授
「大学職員　公立それぞれの事情」

H14.6.20 高石　道明 信州大学留学生センター教授（前・事務局長）
「大学職員　国立それぞれの事情」

H14.6.27 井原　徹 早稲田大学理事（前・財務部長）
「私立大学経営の実践的側面」

H14.7.4 日塔　喜一 前・日本私立大学連盟事務局長
「危機をどう乗り越えるか」

第６回 統一テーマ：大学職員～学生サービスへの関わり方

H14.10.31 吉田　恒 桜美林大学資格教職教育センター助教授



「より質の高い大学経営に向けて」
H14.11.7 森島　朋三 大学コンソーシアム京都　事務局長

「大学コンソーシアム京都事業と職員の役割について」
H14.11.14 荒井　克弘 東北大学大学院教育学研究科教授

「学生サービスとの関わり方　アドミッション・システムについて」
H14.12.5 高橋　真則 公認会計士・高橋真則事務所

第７回 統一テーマ：大学職員の自己啓発

H15.6.19 福田耕四朗 トヨタ自動車（株）トヨタインスティチュート主査（部長級）
「企業からみた日本の大学の未来像」

H15.6.26 山本　眞一 筑波大学教授・大学研究センター長
「これからの大学職員のあり方」

H15.7.3 吉武　博通 筑波大学社会工学系教授（企画調査室員）
「学生サービスとの関わり方　アドミッション・システムについて」

H15.7.10 久垣　啓一 宮城大学事業構想学部教授
「大学職員の自己啓発」

H15.7.17 青木　加奈子 東京経済大学学生センター学生課
「大学職員の自己啓発　－業務モデル化の試みから－」

第8回 統一テーマ：職員の企画力を高める

H15.10.30 山本　眞一 筑波大学教授・大学研究センター長
「職員の企画力を高める」

H15.11.6 山本　恵子 NHK社会部記者
「取材する側からみた大学」

H15.11.13 太田和良幸 東京芸術大学事務局長
「職員の企画力を高める」

H15.12.4 相良　敏夫 ㈱ウィズ・ケイ取締役・統括事業部長
「子会社活用のすすめ」

H15.12.11 福島　一政 日本福祉大学常務理事・事務局長
「戦略的思考をベースにした企画力」

第9回 統一テーマ：大学経営のあり方ー私の立場から見て

H16.6.10 山本　眞一 筑波大学教授・大学研究センター長
「大学経営のあり方ー私の立場から見て」

H16.6.17 森　茜 駿河台大学理事・事務局長
「私大経営『再生の苦しみ』ー国立大学法人化によって結果的にもたらされた再生ー」

H16.7.8 佐々木　恒男 青森公立大学長
「大学経営のあり方ー私の立場から見て」

H16.7.15 霜鳥　秋則 自然科学研究機構理事(前小山工業高等専門学校長)

「国立大学の法人化と今後」
H16.7.30 森脇　道子 産能短期大学長

「大学経営のあり方を考える」

第10回 統一テーマ：大学の将来像と職員の役割

H16.12.2 山本　眞一 筑波大学教授・大学研究センター長
「大学の将来像と職員の役割」

H16.12.6 吉武　博通 筑波大学ビジネス科学研究科教授（学長特別補佐）
「企業と大学の改革実務経験を踏まえ」

H16.12.13 濱名　篤 関西国際大学教授・副学長
「私立大学の将来像と職員の役割」

H16.12.16 天野　郁夫 国立大学財務・経営センター研究部長・教授
「新しい大学像の模索」

第１１回 統一テーマ：新時代の大学経営人材

H17.6.27 山本　眞一 筑波大学大学研究センター長
「新時代の大学経営人材」

H17.6.30 野田　邦弘 鳥取大学地域学部教授
「アドミニストレーター養成を考える～公立大学の場合」

H17.7.7 新屋　秀幸 光産業創成大学院大学理事・事務局長
「新時代の大学経営人材」

H17.7.11 村上　義紀 私立大学退職金財団理事
「わたしの大学の歩き方～反省そして希望」



H17.7.14 矢野　眞和 東京大学大学院教育学研究科教授
「工学系大卒者の学習歴・社会的地位」

第１2回 統一テーマ：教員と職員～その協働の在り方

H17.12.1 山本　眞一 筑波大学大学研究センター長
「これからの大学職員に求められる資質～教員との協働を考える～」

H17.12.6 東京理科大学若手事務職員チーム（4名）
「若手職員の目指す『教員と職員の協働の在り方』ー現状の把握と今後の課題ー」

H17.12.8 川嶋太津夫 神戸大学大学教育推進機構教授
「教員と職員の「キョウドウ」－その可能性と問題点－」

H17.12.19 上條　　　醇 山梨学院大学法学部教授
「教員と職員～その協働のあり方」

H17.12.22 原　　邦夫 慶應義塾大学大学経営改革プロジェクト室事務長
「慶應義塾の業務・経営改革と教員・職員の協働事例」

第13回

H18.6.26 村上　義紀 私立大学退職金財団理事

H18.6.29 高木　直二 早稲田大学理事

H18.7.3 水野　雄二 獨協大学教務課長

H18.7.6 比留間　進 日本私立学校振興・共済事業団私学経営相談センター

H18.7.13 青木　加奈子 東京経済大学学生支援部

第１４回 統一テーマ：リスクに向きあう大学　～学生のためにできること～
筑波大学大学研究センター設立２０周年記念
平成18年11月6日から12月11日

H18.11.6 西井　泰彦 　 日本私立学校振興・共済事業団　私学経営相談センター長
「大学の活性化と再生に向けて～経営リスクに挑む～」

H18.11.13 福田　　隆　 損保ジャパン　リスクマネジメント危機管理事業部長
「大学を取り巻くリスク管理実践上のポイント」

H18.11.27 内田千代子　茨城大学保健管理センター医師茨城大学保健管理センター医師
「国立大学の休・退学、留年学生および死亡に関する調査―精神科医から見たサポートの必要性―」

H18.12.4 濱名　　篤　　 関西国際大学学長
「学生のために大学・教員・職員のできること・できないこと（しなければならないこと・しなくてもいいこと）」

H18.12.11 鈴木　　匠　 目白大学進路指導課長
「学生とともに創る大学を創る」

平成19年度第1回（通算第15回）
統一テーマ：大学経営力を強化する　～条件・契機・発展～
平成19年6月14日から7月12日

H19.6.14 小林　一之 私立学校振興・共済事業団私学経営相談センター副主幹
「成功する大学の共通点と今後の課題」

H19.6.25 市川　照伃 金沢大学　広報戦略室長
「大学の広報の戦略的取組みに向けて」

H19.7.2 粉川　玲子 日本福祉大学　総長・学長室課長
「人事制度が大学の戦略を実現する」

H19.7.5 河野　香織 清泉女子大学　就職課長
「就職支援の現場から創出されたキャリア教育」

H19.7.12 高田　建夫 立教学院　理事長室長
「大学を強化し職員を育てる全学的取組み」ー立教大学の経験からー

平成19年度第２回（通算第16回）
統一テーマ：大学職員の基礎知識を再考する　～大学に魂を吹き込むもの～
平成19年11月8日から12月10日

H18.11.8 村上　義紀 私立大学退職金財団　常務理事
「職員の大学に関する基礎知識が大学に魂を吹き込む」

H18.11.19 貝田　綾子 東京大学　本部　
関根　真理 業務改善グループ

「少子化時代の私学経営　－直面するリスクを乗り越えるために－」

「現場の職員による実践とその可能性」

統一テーマ：大学職員の可能性　～専門職に向けて～

「大学職員の将来像」

「プロジェクト型職員の可能性」

「事務職員の教育プログラム参加とアカデミック・アドミニストレータの可能性」



「業務改善プロジェクトの知識ー東京大学の実践報告ー」
H18.11.26 舘　昭 桜美林大学　教授

「原点に立ち返っての大学改善ー大学がわかれば仕事が変わるー」
H18.12.3 ミニシンポジウム　

「事務職員は学んだ知識をどのように生かすことができる」
H18.12.10 上杉　道世 独立行政法人　日本スポーツ振興センター　理事

「トップが求める大学職員の知的基盤」





「私大経営『再生の苦しみ』ー国立大学法人化によって結果的にもたらされた再生ー」



「若手職員の目指す『教員と職員の協働の在り方』ー現状の把握と今後の課題ー」

「国立大学の休・退学、留年学生および死亡に関する調査―精神科医から見たサポートの必要性―」

「学生のために大学・教員・職員のできること・できないこと（しなければならないこと・しなくてもいいこと）」


